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国立研究開発法人

国立循環器病研究センター 

『当センターは「病院」「研究所」「研究開発基盤センター」の３

部門からなり、これら３部門を一体として運営していることが大き
な特徴です。病院は、「心臓血管部門」と「脳血管部門」が併設さ
れ、連携して最先端の医療を提供している世界的にも稀有な施設で
す。2019年4月に設立された「オープンイノベーションセンター」
は、臨床研究と疫学調査の推進、知的資産の活用など複合領域の研

究を推進しています。』

母体と胎児、新生児の循環器疾患に

専門的に取り組む
「循環器病周産期センター」

産婦人科医、小児循環器内科医、麻
酔科医、新生児科医、小児心臓外科
医、小児集中治療科医、助産師、看

護師、臨床心理士、薬剤師などが、
診療科の垣根を越えて一つの専門家
チームとなります。

新生児科医にとって、すべての新生児疾患に対する初期対応、診断および治療は、
身につけるべきスキルです。その中でも、先天性心疾患および新生児期の循環管理
については、系統的に学ぶ機会が少ない。当科では、新生児医療全般を行いなが
ら、先天性心疾患の胎児期から出生時の適応、新生児期、術前・術後の診断・管理
を経験し、その後の乳児期〜小児期〜成人に至るまでの経過を学ぶことができま
す。また、遷延性肺高血圧症、動脈管開存症、心筋炎等、あらゆる循環管理に対す
る診断および最先端治療等、専門的臨床技術を習得するとともに、 臨床研究を行う
事ができま、教育体制も充実しています。
一緒に働いてくれる新生児科医、新生児科レジデントを随時募集しています。
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